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Ⅰ 調査の概要 
１ 調査テーマ 
  防災への備え、消防団等に関する県民意識について 
 
２ 調査目的 

近年は気象の変化などにより、集中的な豪雨に伴う河川の氾濫、豪雪、地
震等の災害が激甚化・頻発化し、多数の人的被害や住家被害等が発生してお
り、日頃からの災害への心構えや備えが重要です。 

また、災害時、消防団は住民の避難誘導や救助など様々な活動で被害軽減
に貢献しているところですが、近年、消防団員が著しく減少しており、地域
防災力の低下が懸念されています。 
 このアンケートは、現在の県民の皆様の防災に対する備え、電気火災防止
に有効な感震ブレーカー、消防団に関する意識についてお聞きし、県の今後
の取組の参考にさせていただくものです。 

  
３ 調査期間 
  令和７年10月６日（月）～令和７年10月24日（金） 

４ 調査方法 
  郵送調査（回答は電子申請システム併用） 

５ 調査対象者 
  新潟県内に在住する18歳以上79歳以下の男女 

６ 回答者 
  ４３４人 

７ アンケート調査対象者、回答者の構成 
  令和７年４月１日現在の人口推計を基に対象者550人を配分 

 

 

 

 

 

 

人数(人) 構成比(%) 人数(人) 構成比(%)
男 277 50.4% 208 47.9% 75.1%
女 273 49.6% 226 52.1% 82.8%
 18～39歳 140 25.5% 92 21.2% 65.7%
 40～59歳 197 35.8% 151 34.8% 76.6%
 60～79歳 213 38.7% 191 44.0% 89.7%

下越 50 9.1% 45 10.4% 90.0%
新潟 226 41.1% 176 40.6% 77.9%
中越 161 29.3% 128 29.5% 79.5%
魚沼 37 6.7% 21 4.8% 56.8%
上越 64 11.6% 54 12.4% 84.4%
佐渡 12 2.2% 10 2.3% 83.3%

550 100.0% 434 100.0% 78.9%

回収率

性別

年代別

地域別

合計

配布対象者 回答者
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Ⅱ 調査結果の概要 
 
問１ お住いの市町村などが作成したハザードマップの内容につい

て、どの程度知っているか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％
ハザードマップにより自宅の危険性を把握している 223 51.5%
自宅の危険性までは把握していない 184 42.5%
ハザードマップのことを知らない 26 6.0%
回答者数 433 100.0%
 ほか未回答 1
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問２ 持っているスマートフォンやタブレットで使っている、「防災
アプリ」はあるか（当てはまるものをすべて選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択肢 件数 ％
新潟県公式「新潟県防災ナビ」 41 9.5%
市町村などの自治体が作成したアプリ（新潟県防災ナビを除く） 73 17.0%
その他の防災アプリ（Yahoo!防災速報、NHKニュース・防災 等） 166 38.6%
防災アプリの登録を検討したことがない 171 39.8%
防災アプリを登録しているが使用していない 23 5.3%
スマートフォンやタブレットを持っていない 22 5.1%
回答者数 430
 ほか未回答 4
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問３ 自宅は地震に備えた保険や共済に加入しているか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択肢 件数 ％
加入している 274 63.1%
加入の予定はない 90 20.7%
加入を検討している 70 16.1%
回答者数 434 100.0%
 ほか未回答 0
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問４ 自宅では、非常用の食料および飲料水を何日分備蓄しているか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％
１週間分以上 26 6.0%
３日分以上～１週間分未満 103 23.8%
１日分以上～３日分未満 168 38.8%
１日分未満 44 10.2%
備えていない 92 21.2%
回答者数 433 100.0%
 ほか未回答 1
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問５ 自宅では、非常用の携帯トイレ（トイレ用袋や凝固剤等）を何
日分備蓄しているか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％
１週間分以上 24 5.5%
３日分以上～１週間分未満 37 8.5%
１日分以上～３日分未満 61 14.1%
１日分未満 45 10.4%
備えていない 267 61.5%
回答者数 434 100.0%
 ほか未回答 0
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問６ 自宅では、あなたと家族にとって必要最低限の物を収めた、非
常用持ち出し袋などを備えているか  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問７ 近年発生した大規模地震時の火災の半数以上が「電気火災」で

あったことを知っていたか 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％
必要性を感じており、既に準備している 132 30.4%
必要性を感じているが、まだ準備していない 277 63.8%
必要性を感じていない 22 5.1%
回答者数 434 100.0%
 ほか未回答 0

選択肢 件数 ％
はい（知っている） 200 46.1%
いいえ（知らなかった） 234 53.9%
回答者数 434 100.0%
 ほか未回答 0
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問８ 「感震ブレーカー」という装置があることを知っていたか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％
知っている 119 27.5%
名前は聞いたことがある 73 16.9%
知らなかった 241 55.7%
回答者数 433 100.0%
 ほか未回答 1
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【問８で「知らなかった」以外を選択した方】 
問９ 「感震ブレーカー」について、どこで知ったか（当てはまるも

のをすべて選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他 
・勤め先（職業上関係があるため） 
・防災士講座 
・地震を経験した際に知る機会があった など 

選択肢 件数 ％
新聞・テレビ・ラジオ 118 61.8%
事業者（電力会社・ハウスメーカー・建築業者等）の紹介 33 17.3%
インターネット（SNS除く） 26 13.6%
SNS（X、LINE、インスタグラム、Facebookなど） 17 8.9%
自治体広報誌や回覧板など 14 7.3%
チラシ 5 2.6%
イベント・セミナー 5 2.6%
知人の紹介 5 2.6%
店頭 3 1.6%
その他 19 9.9%
回答者数 191
 ほか未回答 1
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問10 家庭に感震ブレーカーを設置している、または設置したいと
思うか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％
補助があれば設置したい 254 60.8%
今後設置したい 63 15.1%
既に設置している 48 11.5%
設置したいと思わない 35 8.4%
設置できない 18 4.3%
回答者数 418 100.0%
 ほか未回答 16
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【問10で「設置したいと思わない」、「設置できない」以外を 
選択した方】 

問11  どのような種類の感震ブレーカーを設置している、または設
置したいか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％

どのタイプを設置しているのかわからない、
または、どのタイプを設置したらよいのかわからない

156 43.3%

分電盤タイプ（内蔵型）を設置している、または、設置したい 85 23.6%
分電盤タイプ（後付型）を設置している、または、設置したい 65 18.1%
簡易タイプ（バネや重りの作動でブレーカーを切る）を
設置している、または、設置したい

34 9.4%

コンセントタイプを設置している、または、設置したい 20 5.6%
回答者数 360 100.0%
 ほか未回答 5
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【問10で「設置したいと思わない」、「設置できない」を選択 
した方】 

問12 感震ブレーカーを設置したいと思わない（できない）理由は
何か（当てはまるものをすべて選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他 
・誤作動が心配 
・電力会社が設置すべき など 
 

選択肢 件数 ％
借家又は集合住宅のため 19 37.3%
情報が少なく設置の必要性を判断できない 16 31.4%
自己負担の費用がかかる 14 27.5%
設置の必要性を感じない 9 17.6%
自分では取付けできない、設置方法がわからない 6 11.8%
電気が遮断されると困る 5 9.8%
相談先、販売場所等がわからない 5 9.8%
その他 2 3.9%
回答者数 51
 ほか未回答 2
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問13 「消防団」を知っているか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 ％
知っている 411 94.9%
知らない 22 5.1%
回答者数 433 100.0%
 ほか未回答 1
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【問13で「知っている」を選択した方】 
問14 「消防団」を知ったきっかけは何か 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

その他 
・自身が消防団員である（あった）ため 
・町内会やJAでの集まり 
・勤め先での話題 など 

選択肢 件数 ％
家族、知人が消防団 209 51.2%
実際の活動を見たことがある 95 23.3%
テレビ、SNS等のメディア 62 15.2%
その他 42 10.3%
回答者数 408 100.0%
 ほか未回答 3
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【問13で「知っている」を選択した方】 
問15 「消防団」にどのようなイメージは持っているか（当てはあ

るものをすべて選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他 
・今後、活動が立ち行かなくなりそうで不安 
・団員の方々の負担が大きい 
・団員と生活の両立は難しい 
・団員の確保に有効な方法がない 
・操法大会の練習が大変 
・手当が少ない、増額してほしい 
・女性も入れたらよい など 

選択肢 件数 ％
地域を守る防災組織 345 88.2%
災害時に助けてくれる 194 49.6%
体力が必要 117 29.9%
防災に関する知識が豊富 81 20.7%
男性（父親）の役割 41 10.5%
活動に必要性を感じない 17 4.3%
その他 32 8.2%
何をやっているかわからない 23 5.9%
回答者数 391
 ほか未回答 20
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整理番号  

 

 

 

 

 

 

令和７年度県民アンケート調査票 

（第７回） 
 

 

 

防災への備え、消防団等に関する県民意識について 

 

 

 

 

 

 回答方法は、この調査票にご記入のうえ、同封の返信用封筒により返送、また

は下記の二次元コードより回答をお願いします。 

回答は 10 月 24 日（金）までにお願いいたします。 

 

 回答は、当てはまる答えの数字を○で囲んでください。「その他」について

は、（ ）に具体的にご記入ください。 

 

 整理番号は調査結果のとりまとめのために便宜的につけているものです。調査

結果の公表にあたり、個人が特定されることはありません。 

 

【電子回答用二次元コード】 
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【調査目的】 

近年は気象の変化などにより、集中的な豪雨に伴う河川の氾濫、豪雪、地震等の災害

が激甚化・頻発化し、多数の人的被害や住家被害等が発生しており、日頃からの災害へ

の心構えや備えが重要です。 

また、災害時、消防団は住民の避難誘導や救助など様々な活動で被害軽減に貢献し

ているところですが、近年、消防団員が著しく減少しており、地域防災力の低下が懸念さ

れています。 

 このアンケートは、現在の県民の皆様の防災に対する備え、電気火災防止に有効な感

震ブレーカー、消防団に関する意識についてお聞きし、県の今後の取組の参考にさせて

いただくものですので、何卒ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

＜災害への備えについて＞ 

（必須） 

問１ あなたは、お住いの市町村などが作成したハザードマップの内容について、
どの程度ご存じですか。（１つだけ選択） 

１ ハザードマップにより自宅の危険性を把握している 

２ 持っている又は見たことはあるが、自宅の危険性までは把握していない

３ ハザードマップのことを知らない 

※「ハザードマップ」とは 

      自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的で、被災想定区域や避難場所・

避難経路などの防災関係施設の位置などを表示した地図のことです。 

 

 

（必須） 

問２ あなたが持っているスマートフォンやタブレットで使っている、「防災アプ
リ」はありますか。（当てはまるものをすべて選択） 

１ 新潟県公式「新潟県防災ナビ」 

２ 市町村などの自治体が作成したアプリ（新潟県防災ナビを除く） 

３ その他の防災アプリ（Yahoo!防災速報、NHK ニュース・防災 等） 

４ 防災アプリの登録を検討したことがない 

５ 防災アプリを登録しているが使用していない 

６ スマートフォンやタブレットを持っていない 

※「防災アプリ」とは 

      スマートフォンなどのモバイル端末で利用可能な、災害時に必要な情報を提供するアプ

リケーションです。 
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（必須） 

問３ 地震や津波、火山噴火などによる自宅建物や家財に対する被害は、「地震保
険」に加入することで補償されます。あなたの自宅は、地震に備えた保険や共
済に加入していますか。（１つだけ選択） 

１ 加入している 

２ 加入を検討している 

３ 加入の予定はない 

※「地震保険・共済」とは 

      地震や津波、火山噴火を原因とする火災・損壊・埋没・流出によって自宅建物や家財に

被害があった場合に損害を補償する制度です 

保険の場合は、「地震保険」単体では契約できず、火災保険に付帯して加入することに

なります。 

 
 

＜家庭内での備蓄の状況について＞ 

新潟県地域防災計画において、災害発生から交通状況を含む流通機構の回復が

見込まれるまでの「最低３日間、推奨１週間」分の必要な飲料水、食料及び生活必需品

は、県民（各家庭、企業・事業所、学校等）が自らの備蓄で賄うことを原則としています。 

 

（必須） 

問４ あなたの自宅では、非常用の食料および飲料水を何日分備蓄していますか。
（１つだけ選択） 

１ １週間分以上 

２ ３日分以上～１週間分未満 

３ １日分以上～３日分未満 

４ １日分未満 

５ 備えていない 

 
（必須） 
問５ あなたの自宅では、非常用の携帯トイレ（トイレ用袋や凝固剤等）を何日分

備蓄していますか。（１つだけ選択） 

１ １週間分以上 

２ ３日分以上～１週間分未満 

３ １日分以上～３日分未満 

４ １日分未満 

５ 備えていない 

※ 大規模災害が発生し、上下水道等が使用できなくなった場合、水洗トイレの使用が制限

されることから、非常用の携帯トイレの備蓄が必要となります。 
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（必須） 

問６ あなたの自宅では、あなたと家族にとって必要最低限の物（例：食料、飲料
水、携帯トイレ、防寒用具、救急用品、携帯ラジオ、携帯充電器 等）を収めた、
非常用持ち出し袋などを備えていますか。（１つだけ選択） 

１ 必要性を感じており、既に準備している 

２ 必要性を感じているが、まだ準備していない 

３ 必要性を感じていない 

※ 大規模災害が発生し、避難指示の発令や自宅が損傷した際には、必要最低限の物を持 

って速やかに避難所まで避難できるよう、あらかじめリュックサック等に詰め、玄関など持 

ち出しやすい場所に置いておくことが大切です。 

 

＜感震ブレーカーについて＞ 

（必須） 

問７ あなたは、近年発生した大規模地震時の火災の半数以上が「電気火災」であ

ったことを知っていましたか。（１つだけ選択) 

１ はい （知っている） 

２ いいえ（知らなかった） 

※ 電気火災とは、停電状態から復旧した際、電気製品が倒れたまま作動したり、断線した

電気コードがショートしたりすることにより出火して起こる火災です。 

 

（必須） 

問８ 「感震ブレーカー」という装置があることを知っていましたか。（１つだけ
選択） 

 

１ 知っている 

２ 名前は聞いたことがある 

３ 知らなかった 

※感震ブレーカーとは 
   地震の揺れを感知して自動的に電気を遮断する装置です。これにより、地震で倒れた電

気ストーブや破損した配線などに電気が再び流れることで起こる「通電火災」を防ぐことがで
きます。「通電火災」とは、停電後に電気が復旧した際、壊れた電気機器やコードから火花が
出て火事になる現象です。 

 

 

 

 

 

 

 

（→問 9 へ）  

（→問 10 へ） 
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【問８で１又は２を選択した方にお聞きします。】 

問９ 「感震ブレーカー」について、どこで知りましたか。（当てはまるものをすべ
て選択） 

 

１ 新聞・テレビ・ラジオ 

２ インターネット（SNS 除く） 

３ SNS（X、LINE、インスタグラム、Facebook など） 

４ 自治体広報誌や回覧板など 

５ チラシ 

６ イベント・セミナー 

７ 店頭 

８ 事業者（電力会社・ハウスメーカー・建築業者等）の紹介 

９ 知人の紹介 

10 その他（                          ） 

 

 

（必須） 

問 10 あなたのご家庭では、感震ブレーカーを設置していますか。または、設置し
たいと思いますか（１つだけ選択） 

１ 既に設置している    

２ 今後設置したい 

３ 補助があれば設置したい 

４ 設置したいと思わない 

５ 設置できない 

 

  

（→問 11 へ） 

（→問 12 へ） 
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【問 10 で１～３を選択した方にお聞きします。】 

問 11 どのような種類の感震ブレーカーを設置している、または設置したいです
か（１つだけ選択） 

１ 分電盤タイプ（内蔵型）を設置している、または、設置したい 

２ 分電盤タイプ（後付型）を設置している、または、設置したい 

３ コンセントタイプを設置している、または、設置したい 

４ 簡易タイプ（バネや重りの作動でブレーカーを切る）を設置している、

または、設置したい 

５ どのタイプを設置しているのかわからない、または、どのタイプを設置

したらよいのかわからない。 
 
【感震ブレーカーの種類】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：内閣府、消防庁、経済産業省チラシ） 

 

 

【問 10 で４又は５を選択した方にお聞きします。】 

問 12 感震ブレーカーを設置したいと思わない（できない）理由を教えてくださ
い。（当てはまるものをすべて選択） 

 

１ 借家又は集合住宅のため 

２ 自分では取付けできない、設置方法がわからない 

３ 設置の必要性を感じない 

４ 自己負担の費用がかかる 

５ 相談先、販売場所等がわからない 

６ 電気が遮断されると困る 

７ 情報が少なく設置の必要性を判断できない 

８ その他（                          ） 
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＜消防団について＞ 

（必須） 

問 13 あなたは、「消防団」※を知っていますか。（１つだけ選択） 

  ※消防団とは 
「自分たちの地域は自分たちで守る」という精神に基づき、火災、地震、水害など

の災害時に、消防署の活動を補完する地域密着型の防災組織のことです。 

 

１ 知っている 

２ 知らない 

 

 

【問 13 で１を選択した方にお聞きします。】 

問 14 あなたが「消防団」を知ったきっかけは何ですか。（１つだけ選択） 

１ 家族、知人が消防団 

２ 実際の活動を見たことがある 

３ テレビ、SNS 等のメディア 

４ その他（                           ） 

 

 

【問 13 で１を選択した方にお聞きします。】 

問 15 あなたが持っている「消防団」のイメージはどのようなものですか。 
（当てはあるものをすべて選択） 

１ 地域を守る防災組織 

２ 防災に関する知識が豊富 

３ 災害時に助けてくれる 

４ 男性（父親）の役割 

５ 体力が必要 

６ 活動に必要性を感じない 

７ 何をやっているかわからない 

８ その他（                            ） 

 

 

 

 

 

 

 

（→問 14、15 へ） 

（→終了です） 
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＜以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。＞ 

 


